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新島火山は，数万年前以降の火山活動によって形成され，少なくとも 12の流紋岩質，1－ 3の安山岩質火山，および
1つの玄武岩質噴火ユニットからなる（一色，1987）．新島における流紋岩質マグマの特徴は，数万年の間にカミングト
ン閃石（Cum）から黒雲母（Bt）へと含水苦鉄質鉱物の種類が変化することである．しかしながら，流紋岩質マグマに
おける Cumと Btの相平衡は十分に決定されていないため， Cumと Btを含む珪長質マグマの一般的な成因関係につい
ては様々な議論がある．本研究では，吉木ほか (2006，連合大会)に，未分析であった新島の噴火ユニットと式根島の分
析値を加え，新島と式根島のマグマ供給系の変遷を包括的に検討した．
全岩化学組成の SiO2変化図上で，式根島は多くの元素に関し新島とは異なるトレンドを示し，新島とは異なるマグマ

供給系由来である可能性が示唆された．これまでにも指摘されているように，新島における含水苦鉄質鉱物の組み合わせ
やその固溶体組成は，時間とともにおおよそ系統的な変化を示す（Cumマグマ→ Cum＋ Btマグマ→ Btマグマ）．これ
ら３グループの全岩化学組成・鉱物化学組成を検討したところ，Cumマグマ内部・Btマグマ内部のトレンドは結晶分化
作用で再現できるものの，３つのグループは，互いに現存斑晶の単純な結晶分化作用では導けないことがわかった．ま
た，Cum＋ Btマグマでは，斜長石（Pl）の An値，Cum・BtのMg#の幅が共に広く，かつ Cumマグマと Btマグマにお
けるそれらの組成幅をカバーする．これらの結果から，Cum+Btマグマは Cumマグマと Btマグマとの混合により生成
されたと考えられる．これは，現存する Cum・Bt斑晶間には反応関係（反応縁）が観察されないこととも調和的である．
また，新島の流紋岩全体としては斑晶組み合わせが系統的に変化し，全岩化学組成が（式根島とは異なり）大局的には一
連のトレンドを形成する一方で，厳密には Cumマグマと Btマグマは直接的な分化関係にはないと考えられることから，
現存斑晶が晶出したマグマ溜まりよりも高圧で，両マグマの親マグマが Evans and Ghiorso(1995)の予想した Cum→ Bt
の反応関係を経ている可能性が示唆される．鉄チタン酸化物温度計から見積もった各マグマの温度は，新島のCumマグ
マで 780-750℃，Btマグマで 720-700℃，式根島の Btマグマで 700-680℃を示した．この温度から，Cumは Btより高
温のマグマからの晶出相であると考えられる．これは全岩化学組成の傾向（Cumマグマがより未分化な組成を持つ）と
も一致し，Evans and Ghiorso(1995)の相平衡関係とも調和的である．Ab-Or-Qtz-An ternaryプロットでは，斑晶量の多い
Cumマグマでは，石基ガラス組成ではなく全岩化学組成の方が実験による液組成と一致した．Btマグマでは斑晶量が比
較的少なく，石基ガラス組成と全岩組成のノルムに有意な差は見られなかった．新島の Cumマグマと Btマグマ，式根
島の Btマグマの液組成が示す平衡圧力は低く，いずれも 0.5-1.5kbarであった．新島・間々下浦ではトーナル岩捕獲岩が
採取された．その全岩化学組成は，新島の流紋岩質噴出物が形成するトレンドの最も苦鉄質な位置にプロットされ，同
時に，若郷玄武岩などの苦鉄質噴出物を端成分として羽伏浦の enclaveが作る直線的なトレンドの，珪長質側延長上にも
位置する．これは，トーナル岩捕獲岩が，地下に存在する新島流紋岩の親マグマ組成を表しており，この親流紋岩マグ
マと苦鉄質マグマの混合が起こっていたことを示唆する．
以上の点を考慮に入れ，以下のような新島・式根島のマグマ供給系モデルを提案する．まず新島の地下深部には，流

紋岩質親マグマ溜りがあり，新島の活動史を通じて、冷却とともに Cumから Btへと安定な含水苦鉄質鉱物相が変化し
た．この反応関係の前・後それぞれの活動期間に，親マグマ溜りから無斑晶質に近いマグマが上昇し，より浅部の子マ
グマ溜りで斑晶を晶出・分別した（含水苦鉄質鉱物はそれぞれ Cumと Bt）．Cum+Btマグマは，Cum子マグマと Bt子
マグマが浅部地殻内に存在していた中間的な時期に，両マグマの混合により形成された．式根島のマグマ供給系は，新
島とは親マグマレベルから異なる．流紋岩質マグマ溜りよりもさらに深部には，苦鉄質マグマが活動していたと考えら
れる．つまり，新島のマグマ供給系は三階建てのマグマ供給系であると考えられる．


